
愛知県美術館の村田でございます。時間が押しています

ので、できるだけコンパクトにお話ししたいと思います。

今回のテーマである連携を構築していくということです

が、地方自治体のなかには、文化財防災への体制がそう整っ

ているわけでもないし、必ずしも意識が高まっているわけ

でもない、何かが始まっているわけでもないというところ

も結構あると思います。

愛知県の場合も、私のタイトルを「まず、できることか

ら」としたのも、ネットワーク的なものがまだできていな

い、それも県が中心になった形のものができていないとい

う状態だからです。

愛知県美術館というのは知事部局に属しています。知事

部局にいることで、館の運営上、ふだんあまりストレスや

困難さを感じることはありませんが、このことに関しては、

美術館が知事部局にあって、文化財保護やネットワーク構

築の中心になって動いてもらわなければならない教育委員

会の文化財保護担当課室との連携がとりにくいというのが

大きなネックになっていると思います。これが教育委員会

所管の美術館長であれば、教育長などと直接に話をする機

会ももちやすいと思いますが、実際に行政機関の中で仕事

をしていますと、私が例えば愛知県の教育長に何か話しに

行くというのは、そう簡単にできることではありません。

そのような状況の中で「できることをやっています」と

いう報告をさせていただきます。したがって、これは愛知

県からの報告というよりは、愛知県美術館がかかわった事

例としてお聴きください。

愛知県美術館は、この写真でご覧いただくとおり（図１）、

愛知芸術文化センターという大規模な複合文化施設の中に

あります。ですから、防災のことなどを考えるとしても、

美術館だけでは全く成立しない。防災訓練を実施するにし

ても、このセンター全体で調整しなければなりません。

今日は、それでも少しは館を出て愛知県博物館協会のな

かでの体制づくりに着手していることを中心にご報告しま

す。お手元の資料は、愛知県博物館協会の「災害発生時に

おける支援活動実施要領暫定版」です。なぜ暫定版となっ

ているかということについては、これからお話しします。

簡単に自己紹介的に愛知県美術館で何をやっているかと

いうことを少しお話ししながら本題に入っていきたいと思

います。当館の場合、芸術文化センターの 10 階と、ギャ

ラリーが 8 階という大きな建物の上層部に位置しているた

め、いざ災害が発生した場合の避難誘導などに独特の難し

さがあるということで、かなり危機感を持って日常的なト

レーニングをやっています。

まずシミュレーション・ミーティングというのは、さ

まざまな災害発生状況を想定して、職員が集まってチーム

をつくってその場合の対策などを検討をするというもので

す。これはかなり回数を重ねてきていますが、例えば私は

今日ここにいるわけですから、今、美術館で何かが起きた

ら館長はいないわけです。では、誰がやるのか。土日だと

職員は 3 ～ 4 人で、お客さんがいっぱい入っているという

ことだってあります。そういうときに何をするのか、誰が

責任者になるのかといったことを検討します。それをやっ
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ていると、具体的な施設面のこと、また芸術文化センター

全体での防災体制のことなどを確認していかなければなり

ません。このような検討を重ねていますと、実際の訓練を

やらなくても災害発生時に美術館としてやるべきことがそ

う簡単にはできない、つまりボトルネックになっているこ

とも浮き彫りになってきます。ここの部分が詰まっている

ので、ここを何とかしなければ、実際に起きたときに動け

ない。このシミュレーション・ミーティングは、東日本大

震災以前から取り組みはじめていて、少しの中断もありま

したが、現在も定期的に実施しています

そして、その延長として、ブラインド・トレーニング

を、つまり詳細なマニュアルなどを定めずに状況だけ設定

して防災訓練をやっています。これも芸術文化センター全

体でやるものですが、美術館が中心になるときは、例えば

館長や副館長が出張、不在というプラカードを掲げて、訓

練には直接参加せずにそのときにいるスタッフだけで必要

な役割を分担しながらの訓練を実施しています。そういう

訓練をやりますと、ぼろぼろになることもあります。いっ

ぱい問題が出てきます。詳細なシナリオをつくると、訓練

がうまくいかなかったときにシナリオのせいにしてしまい

ます。「こんな細かいことが書いてあるシナリオのとおり

にやろうとしても時間が押すのは当たり前で、できっこな

いじゃないか」と言って何も反省しないことだってありま

す。しかしこれをやると、うまくいかなかったことは全部、

自分たちの責任になるわけです。

これまでそういう訓練をやってきていますが、芸術文化

センターのほうも実際的な避難訓練の必要性を理解して、

ことしの 2 月ぐらいだったと思いますが避難訓練コンサー

トという大ホールに 1,000 人以上の人を集めて、そこで実

際に生演奏をやっているときに地震が起きたことにして、

お客さん全員に避難してもらうということをやりました。

美術館でのブラインド・トレーニングが周囲にも少しは効

果があるのかなと感じています。

つぎに全国美術館会議にかかわることです。全国美術館

会議では、阪神・淡路大震災が起きた時、救援委員会によ

る文化財レスキューに参加し、その後、全国美術館会議だ

けで被災地域の博物館の被災調査を行い、平成 11 年に報

告書をまとめました。そしてさらに、大災害が、今後いつ

来るかわからないので「大災害時における対策等に関する

要綱」とそれにもとづく情報収集や救援活動に関する実施

要領をつくりました。

東日本大震災が起きる前には、この要綱と要領が、今の

例えば情報伝達の方法とは実態がずれて、余り役に立たな

いのではないかという話もありました。そうはいっても東

日本大震災後の文化財レスキューなどで全国美術館会議の

動きがかなりよかったというのは、この定めがあったから

だと思います。この要綱には救援対策本部をどうやって立

ち上げるかといったことが書いてあったので、それが拠り

所となったわけです。

愛知県美術館は、この要綱の中の定めで、東海ブロック

すなわち静岡県、岐阜県、愛知県、三重県のブロック本部

館になっています。ブロック本部館であるということにつ

いては、この要綱ができてから東日本大震災が起きるまで

ずっと自覚は持っていました。私たちは何かあったらやら

なければならないということを意識はしていましたが、ほ

かのブロックでは、ブロック本部館がどこかということす

らわからないという状態になっていました。

東日本大震災の後は、毎年 3 月 11 日に、ブロック本部

館である愛知県美術館からファクスをお送りして、例えば

明日 3 月 11 日の午前 10 時に想定されている東海・東南海

連動型の地震が起きたときに、各館が各館の状況で、各自

治体が発表する震度想定や被害想定─海に近い館だと津波

の想定がありますから、その想定とその館のそのときの状

況で被災想定をして、連絡してくださいという訓練をやっ

ています。

愛知県美術館からファクスを 45 館に送って、被害状況

を教えてくださいということをやるわけですが 1 回目に

やったときは、ファクスを送るのに 2 時間以上かかりまし

た。それは 1 館 1 館にその都度ダイヤルして送っていまし

た。実際にやってみるとそういう問題がわかります。これ

はいけないというので、45 館ぐらいの会員館のファクス

番号を登録しておいたり、ファクスがない館などいろいろ

な事情がある館もそれで把握できるわけです。

ファクスは、大きな災害があったときには使えないだろ

うという意見もありますが、実際にはファクスが使えない

から何か考えなければならないというのも、訓練でファク

スを使っているとわかるし、規模と被災状況によっては、

ファクスを送れても返事が来ない。返事が来ないところが

どうも被害が大きそうだという推定ができるわけですから、

全く無力ではないので、今はこういう訓練をやっています。

そして愛知県博物館協会で「災害発生時における支援活

動実施要領暫定版」をこの 6 月につくりました。これは実

は大変手間がかかりました。私が提案をしてから足かけ 5

年か 6 年かかっています。それは、愛知県博物館協会の規
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約をまず改正しないと何ともならないというのが見えてき

ました。1964 年に 11 館で愛知県博物館協会というのは出

発して、今 118 館あります。その規約は、博物館仲間で連

携してやっていこうというような緩やかなもので、そこに

は総会で物事を決めると書いてあっても総会の成立要件や

議決要件も書いてないものでした。

これはだめだというので、まず規約を改正するのに 3 年

ほどかかりました。改正する必要があるかどうかというの

を 1 年かけて議論して、改正の段階に入って原案を出すと、

いろいろな意見がでてくるわけです。そのため私が会長を

やっていた 2 年間は、その案をつくるところで終わりまし

た。その後、無事に改正され、協会の事業として今、愛知

県博物館協会の規約には「災害発生時における相互協力の

支援」という言葉が入っています。それを受けてこの「災

害発生時における支援活動実施要領暫定版」というのをつ

くりました。

暫定版というのは、1 年後、来年の総会でもう一度、暫

定版を持ちながら検討して決定版をつくるということに

なっています。なぜ暫定版にしたかというと、最初は全国

美術館会議の要綱、要領を踏まえて、それを愛知県に適用

したような案をつくりましたが、多くの館でそれをどう受

けとめてよいのかわからないような状態になりました。

愛知県博物館協会の会員館 118 館というのは、規模も、

館の性格も美術館、民俗資料館など多々ありますし、設立

母体も違います。「総論はいいけど、こんなことができる

の？」というところもありますし、そこまで露骨には言わ

れませんが、「うちはうちでやっていくから、レスキュー

なんか来てもらわなくてもいい。変な人が来て資料を扱わ

れたら困る」というような館もあったのではないかと思い

ます。「協会が救援活動に出したいといっても、うちは出

せないよね」という館もあって、さまざまです。つまり防

災への取り組み、文化財レスキュー等への理解度もさまざ

まなわけです。愛知県美術館は割合積極的に文化財レス

キューにも参加してきましたし、全国美術館会議の活動に

も参加していましたので、そういうところの抵抗感はあり

ませんでした。これからいろいろなネットワークなどをつ

くっていくときにそうだと思いますが、ここにいらっしゃ

る皆さんのような問題意識があって、また情報も持ってい

る方は、そういう議論や検討にすっと入れると思いますが、

そう簡単ではないのです。必要性は理解できるけれども実

際に人を出せないとか、管理者になればなるほど、どうい

う根拠で出せるのかとか、いろいろなことが心配になって

きます。

一方で災害はいつ起きるかわからないので、途中にいっ

ぱい案をつくりましたが、あるときに発想の転換をして、

コンパクトな要領で、かつ、まずは暫定版ということで提

案することにしました。1 年後に決定版にすることを前提

としたものですが、災害はいつ起きるかわからないから、

暫定版をつくっておけばこれに基づいて活動ができるから

というような説明をして採択してもらいました。

お手元にありますので見ていただきたいのですが、基本

は、その時必要な活動は幅広く実施できるものです。救援

委員会も文化財「等」というのをつけて、指定文化財以外

のものをレスキューできるようにしました。また、会員館

が原則ですが、会員館以外のものも文化財、自然遺産や、

その他、必要と認めるものも対象にすることができます。

そして基本的には会員館が安心できるように、これは全

国美術館会議もそうですが、被災館が救援要請して初めて

動く。勝手に踏み込むことはありませんから安心してくだ

さいと。会員館に支援活動への協力要請があったときも、

可能な範囲で協力してください。だから、無理に駆り出さ

れることはありませんと。こうして、今、暫定版を持って

いるところです。

愛知県博物館協会は、理事会の下に実行委員会というの

があって、ここで今この暫定版について文言や考え方など

をさらに調整をして、若干、手を加えるようなことを検討

しています。それを提案して来年の総会で採択してもらお

うということです。

さて、今後への課題ということですが、愛知県博物館協

会というのは任意団体で、県域で集まっています。地域で

の連携ということでは力を発揮できるはずですが、愛知県

の場合、文化財保護行政の部分で災害対策に対する体制が

極めて弱いので、県全体での防災体制、ここで話題になっ

ているネットワークづくりなどに対してどのようにしてい

くのかというのは、まだまだなかなか手がつけられない状

況です。

また、日本博物館協会や、あるいはこれからつくられ

ていく全国的な体制のなかで、都道府県の博物館協会がど

ういうポジションに位置づけられるのか。例えば救援委員

会のもとで実施される文化財レスキューなど、いろいろな

ものにどのように関与していくのか。これも我々というよ

りは、むしろ日本博物館協会や文化庁など、いろいろなと

ころでも検討していただかないとポジションが非常に不安

定なわけです。当然、救援委員会などの協力団体も各都道
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府県の博物館協会まではこれまでのところ入ってないです

し、中間で変な動きをしても情報の伝達などで、かえって

混乱を招くという可能性もあります。

ごく簡単にご報告させていただきましたが、三重県や和

歌山県の方がはるかに進んでいますが、愛知県のようにあ

まり進んでいないところがあるということをご承知いただ

ければと思います。
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